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　1．輕金属工業の沿革
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　わが國の輕金髄工業は今日迄既に4≧世紀を経ているが

IS99年鞍入地金による器物製造の加工々業から始まり・

當時は到堺の生瓢は・ユ聯年のわずか13鰍りか
ら19DO年前後に1ま一躍7，000　mpの生渥を見た時期であ

る．次いで鑓物工業が起り1925年頃には亜錯合金グイ

カストもアルミニウムに移行し，從來の家庭用品のほか
　　ロ
に機按部晶の製造を見るに至り，さらにアルミ＝ウム貌

笛もまた灘せられた1これに懸ずるアルミニウム地金

の需要も1930年乃至33年PtLaの年間10・00D穂程度か

ら1935年には18，000聴に上り，その大串は宗庭器物の

雄にむけられていたが，1909年頃始めて像入を見たア

ルミニウム逡電線（A。C」SR）も「1921年よりわが國

でmSt：開始され，1％年には15，817哩（ア）vミ畷

17，667聴），のACSRが生渥さiz．國内においても全長

2，600粁に亘つて架設されていることボ注目される．而

してこれ等の家庭器物，韻泉等は國内のみな，らず浦，欝

始め東重講地域に敵出さえせられ1936年に1ま年間2，000

竈に注している・

　このような歌勢は必然的にアルミニウム製錬工業の勃

興を促し11931年試験的に関始されユ7聴の生輩…を得た

が，1934年より企業化さ11588屈の生産をあげ，　1939

年には21，000聴を超えたがなお需要を売たすに至らな

かつた．

しかし第＝亥大1．Xlま内外を琴げて航空燈の増藍にes・hlt

され，その不可鮫な欝造材としてアルミニウムの生産が

急激に要講され1941年の50，000　reより1943年には内

地のみで114，0SO・Mの生輩を罪げ米國・カが・鱗1歌

いで世界第4位の地位を占めるに至つた．他方ti・肛々業

においてはその大部分を肖める！艇品の生毯…は1935年

90

．

英園のフイルトンに醜さ＃kmSN　IO45灰に亘る全アルミemlMI．

　　　　　　　1こじま20，000聴，　1938年33，000聴，翌年5つ，eGO確」19紹

　　　　　　　年皿O，OOO　ne，翌年エ56、0001葱と飛羅的鞭を霊ね抜

狸品．鋳物襲品，ダイカスト，箔粉の生産も1SC3・￥

には6，000　k臨1：及んでいる．

　以上のよ5に褒展したわが囲の輕金騨霞も敗職の拮

果，原精難と賠償封象の不安に覆われたが，アルミ昌ウ

ム家庭器物が駿時中供細皆無であつたた｝b・？・の腰雌

激に滑大し，僅少な在庫アルミナと慶機筐等の冊を騨

として1946年には4，532聴，麗年に‘ま3．292聴の生臣

を畢げたに過ぎなかつた．しかしながら縣i係者一同の舅

プコに伎り輕金姫工菜はわが運の干和的菱礎産業として猶

彦杯可峡なこと繍鵬され，47年3月ス1・ライク蹉

幽に依つて製錬工業の郵四ちアルミナ115・700　M・ア

ルミニウムf窪解90，000聴の現マ搬備と匪艇諸儲駅｝．GO④

聴の残置が瀦され，ヨゆ後ドレーバー使maの報謡

において残置樋告に何等璽更を見ず一匝鑑償閥題も趾

げとなり，1948年4月手槻のボーキサれ煎払飼と・

なり斯業の輝しい再出璽となつた．

　2．最近のアル竃昌ウムの需給扶況

わがNのアルミ昌ウム製鉗燃タト諸國に比し騨入手

に有利な地理的｛鮒と四内の壁富な電力晒を鰍さら

に大規模な設備と優秀な鼓術を有しているのである話

・194S年ボーキサイト11萬聴の像入をみ生産は俵かに上

昇線をたどり、同年7，螂聴，翌49年tま考1二ZO”

ittの生産をみ，就中7月には吸勘最高生産2，20麗゜

生産をmp．げたが，なお現轍備の3。タ⑫獺陣睡ぎな

い歌況である．

肪アルミニウムの蔽蹟1947年6ユ、37晦酵

49．403確，49年55．SSskl二上り，その大4・婦圭第

muに鮪している．この蔽の梼威はユ947年から4嵯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

」



r」第蜷第4號・、　㌧一．∵‘．　　　t’［、’・㌧’　・的ゴ
卸鋤年において逐年騨…晶に4且4％5α9％5e4％『一

、膨i・鰐碍3硯躍毅ダイカ細と35賄
ユ5％2」％そあ他は恥電綜／鱗磁用等であり・

，二縛励江設備の糎艇部FSにおいても保有生産設備

の50％の操業牽に止つてい7P；

’しかしながらアルミ三ウムの用途はこれ迄その大4三を

働後の厩生安定のため日用家庭用品に向けらカ；隊米諸

姻におけるように多方面にわたる各種建設的濫業に使用

、せられるに至らなかつたが，今後は企業合理北の威呆も

．上り瀕麟捌幽・蓮しているの’6瀞肺場へ囎

、出培加と共に國内に於ても鍛鋼∫銅の偵務上昇に俘い，

之欝瀞ゆ趨勢に浩彌途面が逐嬬拓され畑化さ

二れており，1950年度の霧要｝ま58，500　igに達するものと

二算定せられる・　　　　　・　　’

　この中簾出用は理i延晶6，50G髄，生活用品（板製品，

曇雛及びダィヵス1・）3，00e聴，露線2，500確，合計

12POO埴の外機被ユ璃鯛勧）部品としで相営温が期待せら・

．れ，國内用は生活用品が若『徹少する外建築（厘誕2，750

．埴，鋳造210融，ダィヵスb90聴，計3，050E璽）電i賦

置信，精密，産業獄械（匪延520穂，鋳造2，990醜，ダ

イカ計描葱計蜘。閣刺臨離弼尊の陸蓮
　（1堅延970聴，鋸譲遣ユ，200聴，ダィヵ」スト2051蕪，計

：£β了5聴）般舶（腰延9601蓮，錆蓬420選1，ダイカスト

・｛P堪，粉、251茜計ユ；465聴）煙草，食料品の包鞘用及

一びコソデy－i・一用（箔1ρOO聴）電譲偶5001甚｝暮の需

・翼が塘加するものと思われる．これ等の需要5S・5りO殖も

Lに封する原勃の供給についズは纈翻、來大量に放出され

鰯，再thfy，tますでに在庫競古ilEl，tこ近く，49孝にば

・42・900聴の消費をみたが，－1950年には概算29，000堪程『

．度を出でず今後猛毫ゼ屠，再生魏体新地金の補足的存在と’

．なるので，沸他金6需要量は舶年のエ3，。。。reh・ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

2§，500聴となり2．2　’獅魔ﾉ堺・加するものと算定せられ，

蓋地金の年度末繰越在庫量を考慮して1950年度におけ

ろ郭也金の生醗は最低26、GOO聴を必要とし，このた

・あには原醤ポーキサイト130，⑪面聴の載入を必要とする．

　なおユ951年度においてほ新地金33，0GO聴，鼓年後に

，嵩いては6～30，eOO　reの生蓮…が期待され，電源距獲計猛E

・の駿に簸じて搬涛需要産業としての斯菜の獲興が期寺

さ紅いる1』一… @rt　1・’”．　…
　　なお1950年fi於ける需要鶴門別内聾を商訂年度と庇較

して下記に表示しておく．　（詳細は當會鮪輕金騰情報

　（旬刊）　第69號彦｝照）　r　　七　“　　　　　パ　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　ぐ

　，3・磨全属の用塗　　　　　　　．

　わが國の輕金廃工業は職時申は航室椴庭両けられ繊

肇ほF窟要資材使用制限規則」によって昨年1月迄特に’

鍋，釜等の厨房品及び：部機械部品ttのみ使用が許可さ　’

れていたので禰醗としての歴鰯糊分野が確蝿

・飼∵建樂灘・鞭洛種鰍等の多方面に纏？
て大量に活用の途が脇けている欧米に比しltiなはだしい

立逞れを示している．　　一　　　　　　　　，1

　　EPち栄國に於ては1948年のアルミ‘ウムの維消貴最

は約9SO・OOO　rgに上り，1937年の20‘ ﾝ殖に比べ．10年．

間にi飛躍的な堰加を見，なかんずく建築用にa7％（誕9

千！茜），｛カナダは35％，英國は2ア％），自動車その他鯉

蓬用コ5％・（ユ42千聴）ド機稜器具用11％σC4千igi），

を浦費しており1；航室機用はわずか9％（85．千聴）に過

　ぎない．なお1848年の全琶界のアルミニウム総生麟』

は1，550，000堪で5年後には2，000，000確に蓮するとi融

想され，その用途は銅，鐵に代り更に木材，紙の分野に

．進卑しまことに輻金羅時代を親出している朕態である．

　　恥獄勢調慮してわが國にお・，ても鮮唯一の輕
　　　　　t　　　　　J　　　　　　’

金陽の生蓬國としてその生壼最の漸壇と共に昨年1月使1t

用制限の解除をみるや輕金囑協會に輕金麗活軍協叢禽を

設け，次いで舩舶尾輕金薗委員宙の設置をみ，新用途の

翔拓普及，これにi斑するii麦須的研究を進めて居り，その，t

暴果アルミ＝ウA＝の幾多の優秀な鋳性に沿う各種用途へ

　の認識も漸i突窩まり，’輕金罵による紡績機械，電氣被械

を覇舞等の生燕が回復せられているが最近の新罵途の進出．

　肌涜に次の蓮り播ある．　　　　　　　　　　　・　　ゴ　ー

　　（1）建築蘭｛系’屋根1瓦骨組一壁』禽壁i’寒枠等の二

各種撰迭材やアノをミ箔による壁紙，襖紙のような襲陥乃

至嫡蜘雛材が鯉されてV’・6外B雑雛凱昧
建鐵工業等に依つて輕金麗製庶戻佳宅，倉鵬事務所等

が漸実建築されてをり，日活國際會館，激交鱈別館屋上

堆築其あ他に使mされる盤のものが多い・

・分　｝厘延枢製品｝鋳
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・二幅箔薩醐・灘しで幅

　その他電源i蔽iiに約蓬千憩の鋼心アルミ．Fウム竃線が

、・豫定せら駕．各種化學容器・－t一ル樗等P食品飲臓容器

裟飾品等に僕用され釜しその剰屋が壌大し七いる・’，，、

　・eめように利用される｛購はア’レミニウムの優れた特

性甚ヒ依るものであつで・・彊築闘倒こ於て！瀟鐵面ま火・自

重輕減，保濃保冷，謝蝕性に依る耐用年激及び維持費ρ

軽滅，工作の容易’多量生蓬性等にあ軌船舶開係にお

いては醗蝕面久牲であり，・輕量のたあ積載慧の塘加重

心の位置を7ドげうため安定娃を壇加し1脚荷を要せず又

1船型を狭くしてスピードを増加し，、磁無に左右されず，

齢敬蘭建る黙協鞭舳韓！こお、・ても
，緯韓触め嚇料・礁の節紅その他鮒硝
耗を引下げ灘繊の笛約となみそのイ⑳用途におい

てもいずれもこ衷等の特性が侮金麗に見られないところ

にあり．原料の供給画においでも前述のようにモの生産

　　　　　　　　　　く談備も抵界有敬であり，立地條件は1耀ヨに優秀である

：ので函内のあらゆる分野⑱利用に供する審は勿論隷出iこ

おい・亡も何等の危爆もないところである・

　（2）‘船幕自關係　 1船舶月ヨ卑聖…金麗委員禽・を中・亡｝として船’

趾諜酷麟撒嘩騨へ輕輔を使mCて船質
φ改誌起寄興するため試瞼研究叉は試作中で現在設計叉

は製作申のものは　’∵　〆一
　　（イ）r海±」保安巡監視艇（700聴）’．2隻ヤ（ロ）激命艇，

　晦㈲撚鵬（r）・如ク・・（d，t）救命浮衛（へ）・一

　・舷寒（ト）．鱈灯等である・　　1　．’　　　　＼1　コ．

　（s）自動事車奪再　自．動車x．クータF富業ヒ蓬業・苅i

白國蝶・噸纏工業等｝こ抽て六聖・｛ス，．　hレrラ

’詠みトii，・身1乗用車一自動真轍募｝スクー幽タF等

牌張ウ潜楓ヱヅど・その他に使用していEi・　．’

　自騨は職後中日本重平・岡本自韓革等により輕金陽

製のもめが製作さ締が・なおi娘の馳があり研究中1・；

、であるが輕麟の特1生を活かして利用される運びiとなi？

　　　　　　　　　　i
、ている・、　　　、

雛輔に咽鐵傘部機に一部錦している雌．
近7iルミ．＝ウム箔による冷凍貨車を企盛中であり，私鐵

友び騨についても輕金騙利用を研究中である，、

（4）曄灘器昆罐瀦灘・電氣機櫨』麟
壌械ジ、精密機械・，聖蓬療機器等に多量に｛卓用さ中ている・

　（器）包装關係　煙草ヂ菓子，食料品等の包装にアル　；

生・・産研．究冒

4．’アルミニウムの翰轡

騨飴討を拠る嘩脚ある．もの轡アリソ久枢
硫酸の外ア・・ミ三肱φみであるゴ．rと報ぜらil・鞘麟，．

としrctiEく・識せ勢てい樋り・離の1群つ賊惹

お貝が蘭・にもかかわらず諸毎外の堆大する需宴に掛懸

し碍る鰯が着磁えら才咽内の便格贈続制磯止）一」，

フ質7方イ聯醐鵬舳re間貿易の移行等によO・
て今後の海外市場へ町i飛躍オ；期待さ再るとこ，ろである・・』唱

既にアルゼソチy，，ウルガイ等｛づ南i米語國を始め藻洲，，’

タイ國等の南方諸地域に，・5，500埴に1上る地金が契約申1

であり・’ 寃i・≒ミ鰯泉1」oo聴も庭P度騰出されるこ

と上なつている・ζの他貿易再囲からi画お塾の激出銀蹟三

はi突の通りである．

睡延品臨圓楓箔）－1『蜘聴
　板製品　（日用品，機械）　工，400聴

　叢慧造製品　、　　（日用品。　機械音1～品）t　700迎藍

　　5アルミ＝ウ4の便格、　・・

　　．2？カ1國のア・v，・⇒ム諜ほ以上の蓮り・國醜婁暗

　韓出に今後の褒展が期待ざ2Zているが，そのために鞭

・櫛：國際的でなを坤ばな5ない・しかしながらltlSil　r

　キナイ．トその他蝉原料を國際贋格よりも遙に高いもρ’

W用瞬辮も底く極めて不利な㈱・うり・その上

　に昨年3月迄のボーキサイトの1轍フ、レー・・一ト1弗150圓が・

　4月より350圓となiJ，また國丙め｛醒鱗蒲金僅當

　痢2醐）も購lr撫きれ・　re誕ti・脚iこおいて

　もそ『｝轍出y一トが5鉛圓乃至420圓の圓安から360癒

　となり，所謂ドッヂライソの影要は顯i箸となり，こ　2zth：・

　ために製錬i装界においては他産業に先がけてあらゆる悪・

　條件を克服し’（F企業の合理化を蜥行し，着々國際籔櫛こ

　鞘嵜せする態勢を整えた結果，現在饒に99．5％の地金

・　は17萬圓から13萬圓程度となり，さらに舎理化の徹

　底的實施を期している・

　　さらにアルミニウムと競合分野にある銅の補給金が蔑・

にmareさ払鍛麹補齢蠣燃れるので嚇同齢
　の委で充珍競畢できることとなつた．例えば建築資材と

　しての亜鈷引薄鑑板厚さO．4gev，1米x　2米のものに男感・：

　するアルミ’波板も軌5粍で姻圓程度となつており，ま

　た銅bアルミ干ウム醗泉と銅電線の債楕を舅比’r2Zば氏

　rの蓮りとなる．　（軍｛颯）

　日ホのアルミ＝ウムエ業はス｝S／

sク牽賭露蓄こ言5V・ても「韓入ボーキサイ

トとアルミ＝ウA’eq品との便語差が極

めそ：大きいので・，貴重な糠出蘇とな

るであろ一5し，さらに生産能力が藪内

癒距にユ936年水準o軸出を加えさた

綿釦　助竃淘　昭銅1線皿竃樹ミ憩ルμア37線m

副
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　鈴2：雀　第4號　　：　　・　．　　∴

　しかしながらとれ等企業合理化Qタトド購中がら政府

1二供出せられてい蝉顯電灘1の麗横勉緒につ
＃，さらに・今後i軍源陽躍疑も促進され・また最近≡註要原料

all．－f’サイトが從來CIF日本16弗で1移～1され｛いた

が10弗耐瓢契約きれ・今後自；eeeeの便閉乃奪は外國

，脚舛一ター獺により願の鰹的楡入力：期縦れ

．ている．なお艇姓謹按徳の研究改善能牽の向上を圖る

汐ド灘1の補修改善就申塵誕認1茸の改良が要望されて

ti　7Dのであるが，先般米前陸軍次官ドレーパr一氏がその

茄中にその櫃灘たっ・・t日本のアルミエ業をぎわ’

．bて有望観されていることは斯業に塁｝する大きな朗i報で

あろう・

　6L　ア，レミ昌ウ、」！≒、工業と技術　‘・　　　’

　わが噛のアルミ＝ウム籔江業はその技衛設備もi閥逸

瞭函から導入して甕足したのであ’るが，1 E時中における・

量質緬におけろ猛展はi筈しく，萌馨石，S・ua’S土頁岩によ

ゐアルミナ鰻の工榮化或いは7・Vミニウム電解｝こゼ

’ダーベルグ式莚頴章極i法，大型水鍵整流器の探用又は

覚解時に記ける弗化アパミ’ニウムの使用等世界各國に光

鞭をつけた，さらに加コ［ン々業においては超々ジ｝ラルミ

yの硬明辱幾多の優秀な按術を示したのであるが，職後

においては資源的羅済的その他の條件によつて，激米就

串糊カナダのそれと撚の騨があろうと思われる・

　｛1）襲錬器係一アルミナの製造においてほ米國で

　肱職肇ゴソぜネーシ：ソ・プP七スの工巣化に成功し低

品位SE一キサイト（珪酸約罫％｝を完ゑ1露理してし・る．1ま’

兎苛控ソーダの消炎を比較しても米画は僅か26～38薯

獅嚇誰囲でも69聴であるに反し，わが國で1まユ3C～135

　堰分多量に上つており．この勤米i彌國際按術者協1魯々長

　リデ繭乗も日本の饗錬業においては原弱港費高に比し生

簸の歩潔悪く依つて低晶位シリカ含布渥の多い崇一キサ

　イトを嫌う傾向があると泄べている．

　アルミニウムの生妾　におし1ては，沫最石，アノードペ

　戸ストの使罵量が比較釣多く，また篭解嬢の客量は殆ど

　面差であるが滋侮は米囲の’1である・．その他殴米におい

て臨にアノードブ＝ック懸扇斐置等の改良が9Xみられ

　ており，力砥ろ顯に於ても學ぶべき嶺が多いのであるが，

tれ等生毯i麦術の懸隔におし・て疵に企業倉菱化の一覆

　として早憲に解決すべく銃意努カボ重ねられている．

　　②磁醐係一地金の座延力江に重ブくな影癬を持

　つものほまず楽材であるイyゴジFの晶質の良否であ

’．O’品質不良のイソゴヅ・トを紡糧として窪延品を製造す
　じ　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ゐ時は饗晶の歩留ウは低下し，しかもその製品を材料と

　して加工々程を進めろ時は極々の支障を來たすこととな

　や・搬こ繊後灘級び賃金の高騰1こより地金の鎮灘

禦嘩品罎麗費｝・占める齢が醇を示している

獄においては，感地金の品質の蕨性を塘している

のである艇つて罐延工場においては輕合金は勿…鋤

　．　　　　　　　　　　　　　　　　1　　・　　　　　「・．　　『，．：　　201‘・

アル・呈ウタについ七も頗のイソE’　・2．　．ltを継する方．

法を種々研究レて來た所であるがいまだ満足な状態にi醤ttt、

せt’・購中雛に難した腱式灘雛法が麹的
であつ｛・職後衆國においてもこれをi蹴困している填鎌，

である・・この簿灘は操作簡軍で人手を要する宴が少く

、然も重勢働を婆せず，かつまたその能力は大きく鋳造遽：tr

夢從來の方㌍一ルドに比ぺ2倍繊であつζ簿，

型蠣輩であ砂で素棚ソ＝’・・7トの寸法鞭も臓的
容易に行う瑛ができ得る利鮎がある．　　　　　　．　』

輕金雌延工業は鑑鯵講φ郷一ス塵工業と異
り歴史が新しい瀾係上銅ぺLス粗材板製瓢場は粗材b．

睡延と力肛函：全然分離せられるが，輕金騰藤工場では’

板の加二糊礫し躍一III＄ld’FMを行う廓：常道であるO’・ji一

で輕金rVastn工業者のヲ榔砂は各自イソゴ・ト雛珊を’

有し楽材イソゴットを錺造している．從つて簿造費は劇

高とな1り・しかも螺のイソゴ・ト難設｛髄耀する

ことが容易でない現状に瓢・てほ，アルミニウム製錬業

譜において水冷式漣俵装置のような理想的の方法によつ

て良質安便なインブットを露延業渚に供給し，歴延工場

の短延品の晶質を高めかつ畿輕費を著しく遽減しアル．

hl　＝ウム加工タ業に良い結果を猛すことが望ましい．

　亥に堅延方法についてほ米薗に實施せられているよう

な高速度の漣濱式四段胃一ル機を使用する事ができれば

匪延品の翼迭維費を著しく節減できろのであるが〆その．

薪言量には多大の資金を要し然も現歌ではその敏入も容易T

でないのは造憾である．しかしながら職時巾濁建はわがひ

國と同務題式ロール機によつて品質良好な輕i合金板を製

造した理由はすべて科學酌な工場管理によるd5のであつ．

て，例えば素材イソゴットを熱聞睡延によつて荒延板を

襲蓬する場舎，み般にわが國においては從來の慣留ば糧

難に坂り扱われ，厚さ等の寸法公ii勤宝大であるためその一

仕上板は整直程度が低位であるが，猫逸では仕上叛あ整

直であつて」開質のものを得るには躍延板の寸潅正確なも

のを使用すろことを絶獄必要條件としていることは注貝

すべきであつて，當画奮式官一ル機の使罵を已むなくし・

ているわが属の現状では，作業の能車向上のために大い・

に學ぶべきと思われる・

　　7．結　　語

　以上のように日本における輕金厨工業は職時中急激に

援大したのに反し，敗職の打撃は最も痛烈に受け創業時一

　より遙かに困難な｛臨牛めも’とに再出稜したのであるが，

アルミ昌ウムにi封する國内の用途も着々’開柘普及され，

縣出についてもわが國の加工貿易の巾心をなす産業とし

　てその銀を約束されている．特に海タト諸國においてば

2・e・u．f．ll，｛11のマ伽拠効ルとrsせられi吐黙に需要増

加の趨勢にあるので，翫原鵬獲計盛の急速なi餓と電力

　需i要産業としての斯業のi飛躍訥な増蓬が期待さh，るとζ

　ろである．　（1950・2・20）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
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